
令和 3年 (2021年)4月 1日

広 無

4月暑

春●全国棄通安全運動
令和 3年 4月 6日

～ 4月 15日まで

令
和
３
年

４
月
６
日

（火
）
か
ら
４
月
１５
日

（木
）
ま
で
の
１０
日
間
、
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

全
国

一
斉
に
展
開
さ
れ
ま

す
。
運
動
の
重
点

。
子
供
と
高
齢
者
の
安

全
な
通
行
の
確
保
と

高
齢
運
転
者
の
交
通

事
故
防
止

・
自
転
車
の
安
全
利
用

の
推
進

（絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う
！

「な
が
ら
ス
マ
ホ
」

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

お
酒
を
飲
ん
だ
ら
、
絶

対
に
車
の
運
転
は
し
な

い
。

・
横
断
歩
道
利
用
者
フ
ァ

ー
ス
ト
運
動
の
推
進

（滋
賀
県
重
点
）

横
断
歩
道
は
歩
行
者
優

先
で
あ
る
こ
と
を
再
認

識

を
重
点
と
し
て
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

酵撤0予織職機にご職鷺
今
年

（令
和
３
年
）
２
月

に
も
大
津
市
内
に
お
い
て

市
役
所
職
員
を
か
た
る
詐

欺
の
予
兆
電
話

（ア
ポ
電
）

が
度
々
か
か
っ
て
き
て
い

ま
す
。
犯
人
は
、
「介
護
保
険
の

還
付
金
が
あ
り
ま
す
。」
「す

ぐ
に
銀
行
に
行

っ
て
く
だ

さ
い
。」
な
ど
と
言
つ
て
、
層

し
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
に

行
か
せ
よ
う
と
し
ま
す
。
犯

人
の
指
示
通
り
に
Ａ
Ｔ
Ｍ

を
操
作
し
て
し
ま
う
と
、
犯

人
の
回
座

へ
送
金
し
て
し

ま
う
こ
と
に
な
り
、
詐
欺
被

害
に
あ
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。予
兆
電
話
が
あ
れ
ば
、
詐

欺
だ
と
思
っ
て
、
家
族
や
警

察
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

春
休
み
、
こ
の
時
期
は
、

生
活
環
境
の
変
化
や
交
友

関
係
の
拡
大
等
に
伴
い
、
少

年
の
深
夜
は
い
か
い
、
喫

煙
、
飲
酒
等
の
不
良
行
為
や

万
引
き
、
薬
物
乱
用
等
の
非

行
に
走
り
や
す
い
の
で
す
。

地
域
の
絆
で
少
年
を
非

行
か
ら
守
り
、
非
行
少
年
を

生
ま
な
い
社
会
づ
く
り
を

推
進
し
ま
し
ょ
う
。

見
逃
し
て
い
ま

せ
ん
か
？

子
供
の
サ
イ
ン

3月の石山駅前事件簿

(令和 3年 3月 20日現在)

事 件
万引き     1件

動
き      l件

人傷事故     3件
物件事故    19件

１

対
象
大
学
を
卒
業
又
は
令
和
４

年

３
月
３．
日
ま
で
に
卒
業

す
る
見
込
み
の
人

２

第

一
次
試
験

令
和
３
年
５
年
９
日

（日
）

滋
賀
県
市
内
で
実
施

３

採
用
予
定
人
員

男
性
約

一の
人
．
女
性
約
８

人

４

受
験
案
内
・受
験
申
込
書

の
交
付

滋
賀
県
警
察
本
部
、
大
津
警

察
署
、
石
山
駅
前
交
番
、
駐
在

所
等
で
交
付
し
ま
す
。

５

受
付
期
間

３
月
１
日

（月
）
か
ら

４
月
２０
日

（火
）
ま
で

６

受
験
申
込
書
の
提
出

ア

滋
賀
県
警
察
本
部
警
務
課

採
用
係
へ
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。

イ

滋
賀
県
内
の
警
察
署
、
交
番
、

駐
在
所
又
は
滋
賀
県
警
察

本
部
警
務
課
採
用
係
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

誇 リに変える鷲



令和3年14月

しつか りと準 備 を して
災 Er=‐ え ょぅ 日
日本は地震大国であり、近年でも、東日本大震災や熊本地震などの大地震に
より大きな被害がもたらされています。
また、このような地震などの災害は、いつ発生するかわかりません。予期せぬ
災害が発生した場合にも、すぐに避難できるように非常用持ち出し袋を準備して
おきましょう!

二般的に非常用持ち出し袋には、3日間生活できるくらいの物品を準備するこ
とが望ましいとされています !

下記のチ主ックリストを活用して平時から災害に備えた物資の確保を行いま
しょう!

非 冨 用 碍 ち 出 l"品チ エ ,ソク リス ト
□衣類 (家族分)              □懐中電灯
3日分あるといいが、荷物になる為必要な分だけ  停電に備えて
持つていき、寒さ対策は毛布等を活用。      □携帯ラジオ
□運動靴                  □乾電池

避難時動きやすいように
□毛布・タオル
□防寒、身体ら、き
□手ぬぐい、ふろしき
お手ふき、アイマスク、包帯など幅広く
□歯ブラシ

お回のケアのため

□手袋

丈夫な素材のもの
ロヘルメット・防災ズキン

□雨具
雨衣のセパレートタイプ推奨 (動きやすいため)
□生理用品
ガニゼの代用としても利用できる
ロライター・マッチ・ろうそく

火を起こす、あかり
□携帯電話 (充電器、バッテリーも)

連絡手段
□飲料水・非常食料

家庭3日分が目安。飲料水一人一日3e。

定期的に賞味期限をチェック

紙皿、コップ等があると便利
ロティッシュペー

定期的に使用期限をチェック
自身分証明書 (コピー)

健康保険所、運転免許所など
□現金 =′1ヽ銭口貴重品
10円、100円硬貨 (公衆電話、自動販売機用)、
通帳のコピー、印鑑
ロホイッスル・笛
SOSを知らせるもの
口救急用品
応急手当用、胃腸薬、鎮痛剤など

□持病薬
朦ゎせ了響方箋

のコピーやお薬手帳占ど 颯
□簡易トイレ

待てないとき用
ロウェットティッシュ

断水時に身体を清潔に保つ

□使い捨てカイロ

防寒用
ロポリ袋
ゴミ袋など、大小合わせて10枚ほど
□万能ナイフ

はさみ、ナイフ、缶切りなど

Ｌ
層
ヽ

詳
胸
判

供
戯
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卜
上
卜
に

崚　一［鋤岬

□
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土
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Ａ

□体温計
□筆記用具・記録ノート

自分の体調を記録する他、連絡先を記入するなど

確認をして古(なつたらlll換えましょう|また、1季節
最後に、災害はいつ起こるか本当にわかりません。予期せぬ災害がいつ起こつ
ても対応できるように常日頃から避難場所の確認、非常持ち出し袋の準備をして
おくことが大切です。自分の身は自分で守る意識をもちましょう !

せ
い
ら
ん
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